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JAXA筑波宇宙センターからのライブ授業を実施しました

http://www.werc.or.jp/

１１⽉１７⽇、宇宙航空研究開発機構（JAXA）筑波宇宙センターとオンライン
で繋いだライブ授業がエネ研ホールで開催され、敦賀市⽴中央⼩学校６年⽣約８０
名が宇宙について学びました。

JAXAからのライブ授業は、昨年の粟野南⼩学校に続き２回⽬で、児童達にJAXA
とエネ研の共同研究について知ってもらうことにより、科学技術に対する興味や関
⼼を⾼めてもらうために実施しました。授業では、双⽅の研究員がJAXAとエネ研
が実施している宇宙空間で使われる電⼦部品や太陽電池に関する共同研究、エネ研
のイオン加速器についてスライドや実物の試験⽤機器・装置を⽤いてわかりやすく
説明しました。児童達はメモを取りながら熱⼼に研究員の話を聞き、筑波宇宙セン
ターで実際に使⽤されている機器や装置が会場の⼤きなスクリーンに映し出される
と、その様⼦を興味深く⾒つめていました。

また、第２部では、⼀般財団法⼈リ
モート・センシング技術センター参与
加藤善⼀⽒（福井⼯業⼤学客員教授）
が「宇宙から地球を⾒る」と題した
⼈⼯衛星の役割を紹介する授業を⾏い
ました。

児童達が敦賀市が宇宙と⾝近な場所
であることを実感するとともに、宇宙
への興味が膨らむような特別授業とな
りました。

１１⽉８⽇、福井県⽴⾼志中学校の１年⽣約９０名が福井の
産業や⽂化について学ぶ「⾼志学」の⼀環として、「嶺南エネ
ルギー研修」を受講するためにエネ研を訪れました。

⽣徒達は３グループに分かれ、エネ研職員が講師を務める
「エネ研の概要」、「太陽炉の説明とマグネシウムから⽔素を
作る実験」、「科学機器の操作実習」の講義を交代で受けまし
た。

「実験」では講師が⾏う実験を間近で⾒学したり、「実習」
では実際に電⼦顕微鏡を操作するなど、⽣徒達はエネルギーや
科学を楽しみながら体感した様⼦でした。

高志中学校１年生がエネ研で研修を受けました

敦賀にいる児童達に説明するJAXA研究員

エネ研会場の様⼦

マグネシウムから
⽔素を取り出す実験

エネ研の概要
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「つるが国際シンポジウム２０２２」が開催されました
１１⽉２⽇、３⽇の２⽇間にわたり、「つるが国際シンポジウム２０２２〜原⼦

⼒発電所の廃⽌措置から芽⽣えるビジネスと豊かな暮らしを楽しむまちづくり〜」
がエネ研ホールにて開催され、主催者である⽂部科学省から委託されたエネ研がこ
のシンポジウムの運営業務を⾏いました。今年は、新型
コロナウイルス感染症対策を実施したうえで、国内外か
ら講演者やパネリストを招き、地域住⺠等の参加者はエ
ネ研会場への来場かオンライン配信で視聴していただく
形式で開催し、２⽇間で約４００名が参加しました。

１⽇⽬は、原⼦⼒発電所の廃⽌措置と地域の関わりや
福井県が嶺南Eコースト計画のもと進めている原⼦⼒リ
サイクルビジネスの展望等について、国内・県内の取組
と海外事例が紹介されました。
２⽇⽬は、国内外の講演者に加え、１０⽉に実施した

勉強会参加者の地域住⺠がパネリストとして登壇したパ
ネルディスカッションで、課題や今後への期待などが議
論されました。

本シンポジウムの詳細は、公式ホームページ
（https://www.tis.mext.go.jp/）からご覧いただけます。

「県内企業と原子力元請企業との情報交換会」を開催しました
１１⽉２２⽇、「県内企業と原⼦⼒元請企業との情報交換

会」を福井商⼯会議所にて開催しました。この情報交換会は、
「原⼦⼒関連業務従事者研修事業」の⼀環として、県内企業
の原⼦⼒関連業務への新規参⼊や業務拡⼤を⽬的に毎年１回
開催しており、今回で１７回⽬となります。当⽇は、県内企
業６社と原⼦⼒元請企業８社が参加しました。

まず、「全体会合」にて県内企業と原⼦⼒元請企業がそれ
ぞれ⾃社の紹介を⾏った後、「個別⾯談」にて参加企業が個
別に情報交換を⾏い原⼦⼒元請企業の詳細な業務内容を確認
するとともに、県内企業が⾃社の製品や技術⼒をPRしまし
た。

今後も情報交換会を開催し、県内企業の原⼦⼒関連業務へ
の新規参⼊や業務拡⼤に繋がるよう⽀援を続けてまいります。

IAEAテチアナ廃⽌措置専⾨官の講演
（１⽇⽬・第１部）

地域住⺠を交えたパネル
ディスカッション
（２⽇⽬・第５部）

全体会合の様⼦

個別⾯談の様⼦


